
ボイル，アー

度W は速度三角形を形成し，無負術運転では翼は常にこの W

方向に向かう，したがって翼がL 、かなる位置にきたときでも，

P 点から W に垂直にヲ 1 ，、太線が常に同一点で交わるようなリ

ンク機構(翼の角度を変える)にしておけば，門局上任意の点

で翼は水流に対して速度三角形を満足する。
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図-2 ホイト・ γ ュ ナイダ ・ プ ロ ベラ原理

しかし実際に船が航

走する際は，抵抗に打

ち勝つための荷重運転

であり，速力は失脚の

ためV より 小さ くなり ，

買には迎角が生じてW

に垂直な方向に揚力を

発生し，この成分の総

図 3 同上
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 和は偏心O にlff角な推 2 

カを生ずる。プロベラ

の回転が一定な らば，

この推力の大きさは偏

心に比例する。偏心ON

は翼の揺動の角度を決

定し ， Nの位置を変え 3 
る こと により一定回転

のまま推力の大きさ，

および方向を自由に変

えることができる。

図-4 にホイト ・ ・ンー 4 
ナイダ・ プロペ ラ の構

造を示す。偏心 ON は

互いにffI f1lな油圧サー

ボ機構により ，任意の

座標位慌にセッ トされ

る。このほ!f'Fは ブリ ッ

ジから遠隔制御するの 5 
で，船の操縦がきわめ

て容易となり ，迅速な

船の停止，および停止

中の旋回など意のまま

の運転が行なえる。す

なわち， ホイ ト ・ シュ

ナイダ・ プ ロベラは*可変 ピッチ プ ロ ベ ラ ， * パウスラ^タおよ

び， かじの 3 者を兼ね備えた性能をも っているが，機構がやや

復雑で高価であり ， かつ効率がスクリ ュー プ ロ ベラに比べて大

分劣ることなどが欠点である。

として ， ひき (曳)船に数多く使用 され， 連絡船・起重機船な ど

特殊船にもよく使われているが，最近では大型船の*パウ スラ

スタ として使用 される例も多 くなった。

図4 ホイ ト. 、ノュナ イ ダ ・ プ ロ ベラ摘造

参考文献谷口 中述 フォイ ト シュナイダー推進器の近似

解法(造船協会会報)。伊月'fl[若輿車推進機論。山田始述富

士フ介イトシュナイダプロベラ ('Hr土電機製造株式会社時報) 。

(柴田浩)

ボイル，アール・ピカー ス (Boyle, R. Vicars) 英国人，

2 代 11 建築師長。明治 5>ド(1 872) モレノレの後任として来日，そ

れまでは印度の鉄道[};J! ，没に従事していた。神戸に駐在して神戸 ・

京都Il1jの鉄道建設を総折 し，神戸 ・ 大阪間は明治 7 年開業した。

開業後，ボイ ルは鉄道幹線建設調干rのため京都から中イ山道を経

て尚崎に玉三り ， 新潟に往復し東京に達するまで約 2 箇月 半にわ

たり 実j也踏査を行なった。

一方，この聞に建築師ゴーノレ

ウエ ー とキ γ ダーに三国峠の路

線を路:ff.さ せた。 ~8 年鶏尾謹

親(技術一等見習)，上回勝造(会

計掛) を伴い横浜を出発，高崎

から中仙道を再調ft して神戸に

帰着，翌 9 年L東海道は全国最良

の地にして海浜に接近し水還の

使あり，之に反し中iIll道は道路

険悪に して運輸不使なるを以て，

之に鉄道を布設すれば広大なる

荒地を開拓し且悶 }J ;及東北雨海

の交通を容易ならしむべし。1

と L 、う鉄道幹線l主中{I I I道を適当とする 旨の怠見を上告した。ボ

イノレの踏査旅行は， 当時としては栄華なもので同行のリ ベイロ

(書記)は し難行ではあったが業しいこと もあった。峠越えなど

には大名のかごを挺供され， 夜間になると官吏が数十人も，ち

ょう ちんを も って護衛 してく れた。 宿泊の場合などふとんをた

くさん重ね， 主人をはじめ雇人まで礼装して辰善のサ ピスで

あった。ただ不自由だったのは食事で，最初 ピスケッ ト や，か

ん詰めその他食料，飲料を 2 筒月分携帯したが途中で平らげて

しまい，極り飯と，なす(茄子) ，きゅうりの極づけでしんほ. う

した1 と語っている。

ボイルはまた明治 9 年京都 ・ 敦賀間ならびに尾張線につレて

明細な測量に基づく建設予算， 運紛見積 りなどを記した上告書

を提出した。明治 9 年京都・大阪間工事完成， 京都 ・ 神戸間全

なお， あまり大出力のものは現在まで製作の実績がなく ， 主 通とともに退職帰国した。
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(山中忠雄)


